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今月の
主な内容

　６月５日（水）に因原保育所で
“まき餅づくり”を行い、みんな
で楽しく作ったまき餅をおいしく
頂きました。
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　平成16年に設置された「ふるさと思いやり基金」には、皆様の温かいお心遣い
により昨年度も多くの方々にご寄付をいただき、大変ありがとうございました。
　いただいたご寄附の使途別内訳と、この基金を活用して実施した事業について
報告します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年度寄附件数　及び　寄附金額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　件数　15件
� 川本町議会議員年金受給者懇談会　様
� その他　14件

　金　額　3,072,000円
　（内訳）
　頑張る集落や人を応援� 2,000円
　元気な子供が育つ環境づくり� 100,000円
　島根中央高校吹奏楽部を支援� 150,000円
　島根中央高校野球部を支援� 200,000円
　特に指定しない� 2,770,000円

◆これまでにいただた寄附金で平成24年度に実施した事業◆
・日本サッカー協会「夢の教室」事業	 282,000円
　�　町内の小学５年生、中学２年生を対象に、Ｊリーガーや元日本代表選手が「夢
先生」として教壇に立ち、夢を持つことの素晴らしさやそれに向かって努力す
ることの大切さを授業の中で伝える事業のため支出しました。

・屋内用ピッチングマシーン購入	 840,000円
　�　甲子園出場を目指す島根中央高校野球部の部活動強化を目的に購入しました。
近年野球部は県内の各大会でも実力を発揮しており、町民の期待も高まってい
ます。寄附により、一層レベルの高い練習を行うことができるようになりました。

・「神話博しまね」参加	 535,000円
　�　平成24年度に古事記1300年を記念したイベント、「神話博しまね」が出雲で
開催されました。期間中は県内各市町村がブースを設けるなど賑わいがありま
した。寄附をもとに、川本町からも町内企業と協働した特産品PRなどを行い、
観光振興を行いました。
　
　平成24年度末の「ふるさと思いやり基金」残高は8,098,000円
となりました。
　今年度も町内外を問わず、寄附金の受付をおこなっていますの
で、ぜひお気軽にお問い合わせ下さい。
� まちづくり推進課　電話　（５）72－0634

平成
24年度	

ご寄附をいただいた皆様には川本の
景観絵はがきを、また３万円以上の
ご寄附にはふるさと小包をお送りし
ています。
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　川本町では、町内で自ら居住する、又は新たに居住しようとする住宅に太陽光発電システ
ムの設置費を助成します。町内の温室効果ガスの削減に向け取り組み、また町内における再生
可能エネルギー設備の導入促進を図ります。

■補助内容　川本町住宅用太陽光発電システム設置費補助金交付要綱第２条及び同要綱別表参照
　　　　　　（川本町ホームページに掲載）
■補助金額　１KWあたり50,000円／戸（上限：４KW　200,000円　５件まで）
　　　　　　※�戸別に４KW以上のシステムを設置する場合は、４KWまでを補助対象とし、残りは自己負

担となります。

■事業流れ

　※国の補助併用可（個人申請）
　　（J-PEC太陽光発電普及拡大センター）

■事業期間　平成25年度分：工事完了が平成26年３月28日（金）までのものに限る。
■そ の 他　事前申請厳守（施工後の申請は補助対象外）
■問い合わせ先　役場町民生活課環境生活係　☎（５）72－0632

町有地（宅地）の分譲を行っております。
分譲地を購入者される場合、太陽光パネル、
浄化槽設置に必要な経費を補助します！

補助金
交付申請

補助金
交付決定

工事着工
～完了

補助金
実績報告

補助金
確　定

補助金
請　求

【事業の効果】
・CO2�排出削減　　���・省エネ(節電)
・電気料金の抑制　　�・地球温暖化等の意識向上　など

住宅用太陽光発電システム設置費を補助します！

～町有地（宅地）分譲中～

【対象となる分譲地】
　①木路原地区（１７区画）
　②日の出地区（東光台Ｅ団地）（４区画）
　③三島地区（玉繰団地）（３区画）

１．太陽光パネルの設置補助
１区画あたり200万円を上限に補助します。
　※標準的な家庭用の太陽光パネル
　　�（３kw/h）を設置する場合の費用は概ね２１０万
円程度です。

　※�この事業の補助のほかに、国の補助や川本町
の設置補助を受けることができます。

■問い合わせ先　役場まちづくり推進課　☎（５）72－0634

２．浄化槽設置補助
既存の浄化槽設置補助（５人槽の場
合58万円）に上乗せして、１区画あ
たり42万円を上限に補助します。
　※�５人槽の設置費用は概ね100万
円程度です。
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子
ど
も
の
人
権
③

　

子
育
て
の
悩
み
、
家
庭
の
悩
み
、

仕
事
の
悩
み
な
ど
、
様
々
な
不
安
や

悩
み
を
日
々
抱
え
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
家
族
や
友
達
な
ど
の
協
力

は
も
と
よ
り
、
お
互
い
に
話
し
合
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
多
く
の
場
合
、
虐
待
を
し
て
し
ま
う
親
は
自
分
の
行
為

を
「
し
つ
け
」
だ
と
主
張
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
行
為

が
、
子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
れ
ば
「
し
つ

け
」
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

「
し
つ
け
」
と
は
…	

子
ど
も
が
感
情
や
行
動
を
自
分
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
導
く
こ
と
。

「
虐　
待
」
と
は
…�

子
ど
も
の
行
動
を
力
に
よ
っ
て
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。

殴
る
、
蹴
る
、
熱
湯

や
た
ば
こ
で
火
傷
さ

せ
る
な
ど

性
的
行
為
の
強
要
、

性
器
や
性
交
を
見
せ

る
な
ど

怒
鳴
る
、
言
葉
で
脅

か
す
、
無
視
す
る
、

Ｄ
Ｖ
を
見
聞
き
さ
せ

る
な
ど

適
切
な
衣
食
住
の
世

話
を
し
な
い
、
家
に

残
し
た
ま
ま
度
々
外

出
す
る
な
ど

身
体
的
虐
待

性
的
虐
待

心
理
的
虐
待

ネ
グ
レ
ク
ト

早
く
帰
っ
て
子
ど
も
と

一
緒
に
遊
ん
で
や
り
た

い
け
ど
…
。

子
ど
も
の
落
ち
着
き

が
な
い
わ
。
誰
か
子

育
て
の
悩
み
を
聞
い
て

く
れ
な
い
か
し
ら
。

た
ま
の
休
日
、
ゆ
っ
く

り
し
て
気
分
転
換
し

た
い
け
ど
、
妻
の
機
嫌

が
悪
い
し
…
。

学
校
の
こ
と
を
聞
い
て

も
ち
っ
と
も
話
し
て
く

れ
な
い
、
心
配
だ
わ
。

夫
は
話
を
聞
い
て
く
れ

な
い
し
、
な
ん
だ
か
疲

れ
た
な
…
。

相
談
電
話〔
子
育
て
の
悩
み
、
虐
待
等
の
相
談
窓
口
〕

○
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

	

０
５
７
０・
０
６
４・
０
０
０

　
お
住
ま
い
の
地
域
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
川
本
町
役
場
健
康
福
祉
課	

７
２・
０
６
３
３

　

虐
待
は
子
ど
も
の
心
と
身
体
の
発
育
に
、
様
々
な
影

響
を
与
え
ま
す
。
身
体
的
・
知
的
発
育
の
遅
れ
や
対
人

関
係
の
構
築
な
ど
、
生
涯
残
る
深
い
傷
や
重
度
の
障
が

い
に
至
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
被
害
を
受
け

た
子
ど
も
が
他
人
に
加
害
行
為
を
向
け
た
り
す
る
な
ど
、

虐
待
が
世
代
間
に
連
鎖
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
児
童

虐
待
は
、
深
刻
な
社
会
問
題
で
す
。

　

子
育
て
は
母
親
だ
け
が
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
そ
の
責
任
も
母
親
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
長
時
間
我
が
子
と
向
き
合
っ
て
い
る
と
、
育
児

不
安
や
育
児
ス
ト
レ
ス
を
招
き
ま
す
。
育
児
で
強
い

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
人
は
、
そ
の
つ
ら
さ
を
分

か
っ
て
く
れ
る
人
、
共
感
し
て
く
れ
る
人
が
身
近
に

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

  

育
て
る
男
が
、
家
族
を
変
え
る
。

  

社
会
が
動
く
。
イ
ク
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

�

イ
ク
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
男
性
の
子

育
て
参
加
や
育
児
休
業
取
得
の
促
進
等
を
目

的
と
し
、
２
０
１
０
年
よ
り
厚
生
労
働
省
が

行
っ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

○�

子
ど
も
は
地
域
の
宝
で
す
。
ま
ず
は
、
家
族
で

地
域
行
事
等
に
参
加
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
地

域
の
方
と
つ
な
が
り
を
も
ち
ま
せ
ん
か
。

家庭は、あたたかい愛情を基盤に子どもの成長と自立を支える重要な役割と責任を担っています。
他人への思いやり、自尊心、善悪の判断、豊かな情操など人間形成の基礎を養う場であります。

子
ど
も
と
の

接
し
方

近年、児童虐待は増加し続け
ています。また、虐待による
死亡件数は、全国で年間50
件を超えています。この背景
には、子育てに悩む親が増加
していることが考えられま
す。

0
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安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
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５
月
７
日
（
火
）、
中
間
試
験
の
日
程
及
び
範
囲

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
放
課
後
の
部
活
動
が
休
止
と

な
る
と
同
時
に
、
全
校
あ
げ
て
の
朝
学
習
の
時
間
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

８
時
15
分
、
静
か
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
と
も
に

朝
学
習
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
こ
か
ら
30
分
間
、

登
校
し
て
き
た
生
徒
か
ら
教
室
で
静
か
に
自
習
を
し

ま
す
。
い
つ
も
な
ら
に
ぎ
や
か
な
朝
も
、
こ
の
期
間

と
て
も
静
か
で
し
た
。
お
互
い
に
質
問
を
し
あ
う
生

徒
、
机
で
静
か
に
教
科
書
に
目
を
通
し
て
い
る
生
徒
。

そ
ん
な
姿
を
目
に

し
ま
し
た
。
中
間

試
験
へ
の
静
か
な

闘
志
を
燃
や
す
姿

に
期
待
が
膨
ら
み

ま
す
。

　

５
月
14
日
（
火
）、
本
校
体
育
館
で
川
本
消
防
署

よ
り
講
師
を
招
き
、
教
職
員
対
象
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
を

含
む
心
肺
蘇
生
法
の
研
修
、
緊
急
事
態
を
想
定
し
た

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
①
第
１
発
見

者
は
生
徒
の
状
況
を
把
握
し
周
囲
に
指
示
や
援
助
の

要
請
が
で
き
た
か
。
②
救
助
者
は
、
確
か
な
処
置
が

で
き
、
救
急
処
置
の
交
代
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
か
。

③
各
自
が
搬
送
に
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
④

現
場
で
指
示
を
出
す
人
が
い
た
か
。
な
ど
、
そ
の
場

で
声
を
出
し
合
い
臨
機
応
変
に
行
動
で
き
る
よ
う
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　

体
育
系
部
活
動
の
集
大
成
と
も
言
う
べ
き
島
根
県

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
が
前
期
（
５
月
24
日
～
26

日
）・
後
期
（
５
月
30
日
～
６
月
２
日
）
に
県
内
各

地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
校
で
も
３
年
生
を
中
心
に

８
部
の
部
活
動
が
出
場
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
先
立
ち
、

５
月
20
日
～
31
日
ま
で
を
総
体
激
励
旬
間
と
し
て
部

活
動
の
時
間
を
確
保
し
た
り
、
生
徒
会
を
中
心
に
総

体
応
援
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
21
日
の
総
体
壮

行
式
で
は
、
生
徒
有
志
に
よ
る
寄
せ
書
き
を
手
渡
し

た
り
、「
こ
と
の
は
」
さ
ん
と
吹
奏
楽
に
よ
る
応
援

ソ
ン
グ
「
手
を
つ
な
ご
う
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
休
み
に
は
応
援
放
送
（
部
活
動
の
主
将

に
よ
る
抱
負
）
や

応
援
ソ
ン
グ
を
流

し
、
こ
の
期
間
中

は
学
校
内
が
総
体

ム
ー
ド
に
な
り
ま

す
。
郡
内
で
も
美

郷
町
信
喜
の
「
く

に
び
き
国
体
記
念

コ
ー
ス
」
で
カ

ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト

競
技
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

島
根
中
央
高
校
だ
よ
り



（6）平成25年６月20日発行  広報かわもと №506

す
。
近
年
で
は
、“
川
本
町
応
援
大
使
”と
し
て
ご
活

躍
い
た
だ
く
方
も
あ

り
、
よ
り
一
層
町
と
連

携
し
た
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
後
も
川
本
会
は

各
地
で
様
々
な
活
動

を
さ
れ
ま
す
の
で
、
都

市
部
に
お
住
ま
い
の

ご
親
戚
、
ご
友
人
の

方
を
お
誘
い
の
う
え
、

是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

５
月
25
日（
土
）す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
で
、
山
岳

家
で
川
本
町
応
援
大
使
の
渡
部
秀
樹
氏
を
講
師
に

迎
え
、「
ブ
ー
タ
ン
か
ら
川
本
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

つ
な
が
り
と
ぬ
く
も
り
の
中
で
生
き
る
～
」と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
渡
部
さ

ん
は
、
幼
少
期
に
川
本

で
暮
ら
し
た
こ
と
や
山

岳
家
と
し
て
世
界
各
地

を
渡
り
歩
い
た
経
験

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
ブ
ー
タ

ン
に
つ
い
て
触
れ
、「
幸

有
事
に
備
え
て
～

�

川
本
町
災
害
避
難
訓
練
を
実
施

ま
ち
づ
く
り
講
演
会
「
ブ
ー
タ
ン
か
ら

�

川
本
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
開
か
れ
る

ル
ピ
ナ
ス
の
皆
さ
ん
が
子
ど
も
の
読
書
活
動

優
秀
実
践
団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た

６
月
２
日（
日
）川
本
町
内
全
域
で
川
本
町
災
害

避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
水
害
や

土
砂
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
で
、
県
や
消
防
団
な
ど

と
連
携
し
、
有
事
の
際
の
対
応
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
ま
し
た
。
ま
た
、

町
内
の
自
治
会
に
も

協
力
頂
き
、
炊
き
出

し
や
避
難
経
路
の
確

認
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
実
習
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

今
年
は
災
害
ゼ
ロ

の
年
に
な
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。

川
本
会
総
会
が
東
京
と
大
阪
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
東
京
川
本
会
総
会
に
は
約
40
人
、
関
西
川
本
会

に
は
約
１
０
０
人
の
町
出
身
者
の
方
が
参
加
さ
れ
、

ふ
る
さ
と
川
本
の
懐
か
し
い
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。川

本
会
は
、
関
東
や
関
西
、
広
島
在
住
の
川
本

町
出
身
者
で
構
成
さ
れ
る
会
で
、
会
員
相
互
の
情
報

交
換
や
川
本
町
へ
の
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
ル
ピ
ナ
ス
」は
、

読
み
聞
か
せ
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
と
お
し
て
、
家

庭
で
の
親
子
読
書
普
及
や
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
活
動
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
保

育
所
や
学
校
で
も
朝
読
書
の
時
間
に
読
み
聞
か
せ
活

動
を
行
い
、
本
の
楽
し
さ
や
読
書
の
大
切
さ
を
子
ど

も
達
に
日
々
伝
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び「
平
成
25
年

度
子
ど
も
の
読
書

活
動
優
秀
実
践
団

体
」と
し
て
文
部
科

学
大
臣
よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
の
活
動
に
敬

意
を
表
す
る
と
と

も
に
、今
後
の
益
々

の
ご
活
躍
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

川
本
町
の
出
身
者
会
が

�

開
催
さ
れ
ま
し
た

せ
の
国
と
言
わ
れ
て
い
る
ブ
ー
タ
ン
は
、
物
事
を

前
向
き
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
民
族
で
あ
る
。

ブ
ー
タ
ン
と
日
本
は“
和
”と
い
う
理
念
で
共
通
し

て
い
る
。」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
を
通
し
て
、
川
本
町
で
は“
つ
な
が
り
と
ぬ

く
も
り
”が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
で
き
ま
し

た
。
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　5月25日（日）に悠邑ふるさと会館大ホールで、三江線の
活性化について考える「三江線利用促進・活性化フォーラム」
が開催され、沿線の住民や首長・議員ら約250人が参加しま
した。
　その中で活性化・利用促進に関する意見交換を行い、パネリスト6名が三江線についての課題
や提案を行いました。パネリストからは、「駅までの交通手段をどのように確保するかが今後に課題」
という意見や「観光利用に力をいれるべき」などの提言があり、今後の三江線の利活用について
考える良い機会となりました。

三江線を利用促進・活性化
フォーラムを開催

 

 
  
 

 
 

 

 
  

 
 

 

 
  
  
 

 

三江線回数券は11枚綴りで有効期限は３ヵ月。
おひとりで買われて11回使われるも良し！
お仲間で共同購入されて使われるも良し！
様々な使い方ができる回数券ですが、三江線回数券
補助制度を利用すると更にお得になります。
是非この機会に、回数券を購入し三江線にご乗車く
ださい！

申
請
手
続
き
の

流
れ

・JRの窓口で回数券を購入
注）必ず【表紙】を受け取る
三江線内で回数券が購入できる駅

（三次駅・粕淵駅・石見川本駅・江津駅）
※営業時間は下記参照

・三江線沿線市町の窓口で
　回数券補助の申請をする
・回数券の【表紙】を窓口へ提出
・申請書コピーを受け取る

・申請書コピーを持参し
　最寄りの市町窓口で
　回数券補助を受け取る

補助を受ければ、11枚綴りの回数券が
9枚分のお値段で購入可能に！
※三江線活性化協議会の他の補助制度と重複して
　受けることは出来ません。

【実施期間】
平成 25年４月１日～
平成 26年３月 31日 購入分まで

石見川本駅営業時間
  7：00～  9：20
13：30～17：35

 7：00～  9：20
15：45～17：35

三 江 線 活 性 化 協 議 会
（邑智郡町村会内）

島根県邑智郡川本町川本332番地15　TEL 0855-72-0015
ホームページ http://sankousen.com ぶらり三江線 検索

三江線利用が
もっとお得に!!!
三江線利用が
もっとお得に!!!
三江線利用が
もっとお得に!!!

土日祝平　日

平
成
２
年
か
ら
平
成
16
年
ま
で
の
４

期
13
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
川
本
町
長

と
し
て
町
政
進
展
や
地
方
自
治
の
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
小
田
泰
敬
氏

の
功
績
に
対
し
、
こ
の
た
び
旭
日
双
光

章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

50
年
間
も
の
永
き
に
わ
た
り
消
防
団

員
と
し
て
尽
力
さ
れ
、
ま
た
消
防
団
長

と
し
て
果
敢
な
行
動
と
卓
越
し
た
手
腕

に
よ
り
団
員
を
指
揮
す
る
な
ど
、
日
夜

消
防
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
を
さ
れ
た

山
根
武
文
氏
の
功
績
に
対
し
、
こ
の
た

び
瑞
宝
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
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いいお顔のひろば ミニ読書会

かわもと図書館　Tel.0855-72-0025  Fax.0855-72-1061 E-mail : kawamoto-library@kawamoto-town.jp

《一 般 書》大人だって夏休み！
　　　　　　�旅行、海、キャンプなど大人も楽し

める夏の楽しみ方を紹介します。
《児 童 書》青少年読書感想文コンクール
　　　　　　�平成25年度の小学生から高校生まで

の課題図書を紹介します。
《特別展示》夏休み　自由研究のススメ

7月の展示

かわもと図書館　Tel.0855-72-0025  Fax.0855-72-1061 E-mail : kawamoto-library@kawamoto-town.jp

《一般向き》

ローカル線で行こう！
� 真保　裕／著　講談社
　廃線間際の赤字ローカル線のもり
はら鉄道。県下最大のお荷物と言わ
れる「もり鉄」の未来を託され、社
長としてやって来たのは新幹線アテ
ンダントの篠宮亜佐美（31歳）。彼女
は赤字鉄道をどのように再生していくのでしょうか。

僕らはつよくなりたい
�戸塚／著　NHK「アスリートの魂」

制作班監修　幻冬舎
　春の甲子園に被災地 仙台から出場
した野球の名門・東北高校。地震発生
からたったの９日で、快く送り出して
くれたふるさとの人たちに少しでも恩
返しができるようにと全力で戦った若
者たちの日々を紹介しています。

《児童書》

メガネをかけたら
� くすのき しげのり／著
� たるいし まこ／絵　小学館
　メガネをかけることになった女
の子。「メガネなんかかけたくな
い！」そんな気持ちを解きほぐして
くれた担任の先生の優しい心配りを感じる絵本です。読
書感想文全国コンクール課題図書（小学校低学年）です。

宇宙へ「出張」してきます
� 古川 聡・林 公代・毎日新聞科学環境部／著

　毎日新聞社
　医師から宇宙飛行士に転職し、初
飛行で日本人最長の連続滞在日数
１６７日を記録した古川聡さん。医者
としての視点から見た宇宙飛行士や
宇宙での日々が紹介されています。読
書感想文全国コンクールの課題図書
（高校の部）です。

７/12㊎
10：00～13：00
内容 クッキング
　　 読み聞かせ
　　 移動図書館

７/17㊌
10：00～11：30
内容 アート活動
　　 読み聞かせ

Vol.2

　保育所園児さんと、在宅児家庭の親子を対象に
開催します。幼児期から図書館を利用する楽しさ
を味わいましょう。ぜひ、お越しください。

日　時：６月27日（木）10：00～11：00
内　容：おはなし会、本の貸し出し体験
集合場所：悠邑ふるさと会館マルチホール

すこやかセンターで月２回行っています。

絵本で子育てを楽しもう
　子どもたちは、絵本に描かれている絵をみて、
イメージをふくらませたり、お話の楽しさを感じ
とっていきます。また、リズミカルな音の響きの
中で言葉も覚えていきます。絵本の読み聞かせ
をとおして「聞く力」を育みながら親子で楽しい
時間を過ごしましょう。

オススメの本
◇あかちゃん　『こちょこちょ』� 福音館書店
◇幼　　　児　『とりかえっこ』� ポプラ社
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７月 

大
ホ
ー
ル

15日
（月）
祝日

海の日

邑智地区「吹奏楽のつどい」
　開　　場／午後１時30分　　開　　演／午後２時
　会　　場　悠邑ふるさと会館　大ホール
　郡内の中学校や高等学校吹奏楽部が、コンクール前に練習の成
果を発表します。
　吹奏楽コンクールを目前に控えた、吹奏楽部員達が真剣な眼差しで奏でる、緊張
感溢れた演奏をお楽しみ下さい♪
　出演校等／��川本中学校と島根中央高校の吹奏楽部のほか、郡内の中学校や高校の
　　　　　　各吹奏楽部、悠邑ふるさと吹奏楽団　など
　主　　催／島根県吹奏楽連盟
　主　　管／島根県吹奏楽連盟邑智支部

７月の
チケット
発売情報

宝くじ文化公演「工藤重典率いる木管名手たちの饗宴」
　日　　時　９月28日（土）午後２時開演
　会　　場　悠邑ふるさと会館大ホール
　料　　金　全席指定　一般1,500円　高校生以下1,000円
　　　　　　※当日は500円増　　　　　※未就学児は入場不可
　　　　　　◆宝くじの助成により、特別料金となっています
　主　　催　川本町・川本町教育委員会・島根県・
　　　　　　（財）自治総合センター
　世界的フルート奏者の工藤重典が、木管名手を引き連
れて川本町にやってきます。
　今回お届けするのは、もちろん工藤重典のソロステージの他、知る人ぞ知る木管名手
達との木管５重奏の饗宴です。
　木管５重奏はフルート、クラリネット、ホルン、ファゴット、オーボエの５人で演奏するア
ンサンブルですが、幅広い音色や低音から高音まで併せ持つアンサンブルがとても優雅
で美しいメロディーを奏でます。演奏曲目も名曲ばかり。初秋の昼下がり、会館大ホール
で優雅な音楽に浸ってみませんか？
　出演者：工藤重典（フルート）、依田晃宣（ファゴット）、古部賢一（オーボエ）
　　　　　日橋辰朗（ホルン）、赤坂達三（クラリネット）、長崎麻里香（ピアノ）
　演奏曲：モーツァルト（ロットラー編）／５重奏曲第２番　ハ短調　K.406
　　　　　ドビュッシー／ゴリヴォッグのケークウォーク（「子供の領分」より）他

～工藤重典プロフィール～
　10歳よりフルートをはじめ、桐朋学園やパリ音楽院を卒業。第２回パリ国
際フルートコンクールや第１回ランパル国際フルートコンクール優勝。60種類
以上のCDをリリースし、水戸室内管弦楽団やサイトウ・キネン・オーケストラ
でも活躍。現在はオーケストラ・アンサンブル金沢特任首席奏者に就任。東
京音楽大学教授やパリ・エコールノルマル音楽院教授を務めています。

お問い合わせ：悠邑ふるさと会館　Tel.0855-72-0001　HP.http://www.kawamoto-town.jp/yuuyuu/

7月

入場料
無料

７月27日㈯ 9：00
チケット発売開始！

広報かわもと５月号に掲載しました「ふるさと会館の七夕飾り」の開催は中止と致しました。
今年度も七夕飾りを楽しみにしておられた皆さまに深くお詫び申し上げます。なお、今後も文化振

興の発信拠点として多くの皆さまに親しんで頂ける企画を検討してまいりますので、ご理解とご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。

お詫びと訂正



情報じょうほう交差点こうさてん

こ
っ
こ
ろ
パ
ス
ポ
ー
ト
の
更
新

　
　
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

島
根
県
が
実
施
し
て
い
る
こ
っ
こ
ろ
パ
ス

ポ
ー
ト
事
業
が
平
成
25
年
度
以
降
も
継
続
し

て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
手
持

ち
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
有
効
期
限
が
平
成
26
年

３
月
31
日
ま
で
の
方
は
更
新
手
続
き
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽�

対
象
者　
現
在
、
子
育
て
家
庭
用
パ
ス
ポ

ー
ト
を
お
持
ち
で
、
一
番
下
の
お
子
様（
末

子
）
が
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
て
い
る
家
庭

▽�

手
続
き
時
期　
随
時（
現
在
の
期
限
内
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
）

▽�

手
続
き　
こ
っ
こ
ろ
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
参

し
、
役
場
健
康
福
祉
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問�

役
場
健
康
福
祉
課

�

☎（
５
）72

－

０
６
３
３

公
立
邑
智
病
院
職
員
募
集

　

公
立
邑
智
病
院
で
は
、
職
員
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

▽�

試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
数　
①
一
般
事

務（
職
務
経
験
者
）・
若
干
名　
②
助
産
師
・

若
干
名　
③
看
護
師
・
若
干
名

▽�

受
験
資
格�

①
一
般
事
務（
職
務
経
験
者
）：

昭
和
44
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
59
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
病
院
に
お

け
る
経
営
、
労
務
、
医
事
業
務
の
い
ず
れ

か
の
職
務
経
験
者
又
は
公
務
員
経
験
者
。

　

 

②
助
産
師
：
昭
和
44
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
、
助
産
師
免
許
を
有
す
る

者
又
は
、
平
成
26
年
4
月
末
ま
で
に
当
該

免
許
を
取
得
す
る
見
込
の
者

　

 

③
看
護
師
：
昭
和
49
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
、
看
護
師
免
許
を
有
す
る

者
又
は
、
平
成
26
年
4
月
末
ま
で
に
当
該

免
許
を
所
得
す
る
見
込
の
者

▽
試
験
内
容　
第
1
次
試
験
：
書
類
選
考　

　
第
2
次
試
験
：
口
述
試
験
・
面
接
試
験

▽�

受
付
期
間�

7
月
12
日(

金)

ま
で（
当
日
消

印
有
効
）

問�

公
立
邑
智
病
院
総
務
課
総
務
人
事
係

　

�

三
上
・
森
脇�

☎
0
8
5
5

－

95

－

2
1
1
1

自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生
募
集

　

一
般
曹
候
補
生
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

▽
応
募
期
間　
８
月
１
日（
木
）～
９
月
６
日（
金
）

▽
採
用
試
験　
９
月
16
日（
月
）～
17
日（
火
）

▽�

試
験
会
場　
松
江
・
出
雲
・
浜
田
の
各
島

根
県
合
同
庁
舎

問�

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

　
�

大
田
地
域
事
務
所

�

☎
０
８
５
４

－

82

－

１
４
３
７

税
務
職
員
募
集

　
国
税
庁
で
は
、税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽�

受
験
資
格　
平
成
25
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
後
３
年
未
満
の
方
及
び
平
成
26
年
３
月

ま
で
に
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
方

▽�

受
付
期
間

　

�ｗ
ｅ
ｂ
申
込
：
６
月
24
日（
月
）９
時
～�

７
月
３
日（
水
）

　

�

郵
送
又
は
持
参
：
６
月
24
日（
月
）～
28
日

（
金
）当
日
消
印
有
効

※
そ
の
他
、
詳
細
は
左
記
ま
で

問��

広
島
国
税
局
総
務
部
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

�

☎
０
８
２

－

２
２
１

－

９
２
１
１

佐
和
法
律
事
務
所
無
料
法
律
相
談

　

川
本
町
出
身
の
佐
和
弁
護
士
に
よ
る
相
談

会
を
毎
月
１
回
開
催
し
ま
す
。
相
談
に
は
、

予
約
が
必
要
で
す
。
尚
、
予
約
が
無
い
場
合

は
、
相
談
会
を
開
催
し
ま
せ
ん
。

▽�

日
時　
７
月
26
日（
金
）、
８
月
23
日（
金
）�

14
時
～
16
時

▽
場
所　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

問��

佐
和
法
律
事
務
所（
浜
田
市
）

�

☎
０
８
５
５

－
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－

１
３
６
６

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

　
１
１
０
番
」
強
化
週
間
に
つ
い
て

　

松
江
地
方
法
務
局
と
島
根
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な

人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
専
用
電
話

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」で
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

▽
強
化
週
間
実
施
日
時

　

�

６
月
24
日（
月
）～
30
日（
日
）８
時
30
分
～

19
時（
但
し
、
土
日
は
10
時
～
17
時
）

問��

☎
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

�

０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
：
０
８
５
２

－26

－７
８
６
７
）

シ
ニ
ア
の
た
め
の
介
護
ス
タ
ッ
フ

　
養
成
講
習
（
調
理
補
助
業
務
付
）

　

介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
の
お
仕
事
を

希
望
又
は
関
心
の
あ
る
方
に
、
働
く
き
っ
か

け
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
習
で
す
。

▽
日
時　
７
月
23
日（
火
）～
８
月
２
日（
金
）

　
（
う
ち
平
日
９
日
間
）10
時
～
16
時

▽
会
場　
美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会 

他

▽
対
象　
55
歳
以
上

▽
定
員　
15
名

▽
申
込
締
切　
７
月
９
日（
火
）

▽
受
講
料　
無
料

問��

島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
大
田
分
室

�

☎
０
８
５
４

－

83

－

７
５
０
０

「
介
護
の
お
仕
事
相
談
会
開
催
」、「
介
護
の
就

職
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
参
加
者
募
集
」、「
福

祉
・
保
育
の
就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
」
に
つ
い
て

《
介
護
の
お
仕
事
相
談
会
》

　

介
護
の
仕
事
に
就
き
た
い
方
・
関
心
の
あ

る
方
を
対
象
に
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
７
月
19
日（
金
）10
時
～
12
時

▽�

場
所　
川
本
合
同
庁
舎
５
階
第
１
会
議
室

▽�

対
象　
介
護
の
仕
事
に
就
き
た
い
方
・
関

心
の
あ
る
方（
資
格
・
経
験
不
問
）

※
参
加
費
無
料
・
事
前
申
込
不
要
・
履
歴
書

不
要
・
服
装
自
由

《
介
護
の
就
職
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
》

▽
内
容

・
介
護
専
門
資
格
取
得
の
た
め
の
研
修
受
講

・
介
護
職
場
で
の
職
場
体
験（
お
試
し
勤
務
）

・
就
職
の
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
セ
ミ
ナ
ー

▽
受
講
料　
無
料（
但
し
テ
キ
ス
ト
代
実
費
）

▽�

対
象　
介
護
分
野
で
の
就
職
を
希
望
す
る

方
で
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
・
就
職
セ

ミ
ナ
ー
及
び
県
内
の
職
場
体
験
の
全
て
の

コ
ー
ス
に
参
加
可
能
な
方

▽
定
員　
20
名
程
度

▽
申
込
締
切　
７
月
31
日（
水
）

※
そ
の
他
、
詳
細
は
問
ま
で

《
福
祉
・
保
育
の
就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
》

　

県
内
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
人
材
確

保
及
び
福
祉
職
場
に
就
職
を
希
望
す
る
方
へ

の
支
援
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
８
月
11
日（
日
）12
時
～
16
時

▽
会
場　
い
わ
み
ー
る（
浜
田
市
）

▽�

内
容　
事
業
所
プ
レ
ゼ
ン
、
就
職
直
前
セ

ミ
ナ
ー
、
個
別
就
職
面
談
コ
ー
ナ
ー
、
各

種
相
談
コ
ー
ナ
ー

※
参
加
費
無
料
、
申
込
不
要
、
託
児
有（
要
申
込
）

問��

社
会
福
祉
法
人
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
石
見
支
所

�

☎
０
８
５
５

－
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３
４
０



3
0

1
    （

図
書
館
休
館
日
）2

   （
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）3

4
5

6
☀
�キ
ッ
ズ
☆
ア
ー
ト（
3～
6年
）�

16:00～
17:00�

☀
�親
子
う
ん
ど
う
教
室
＆
�

身
体
測
定
�

（
10:00～

11:30）

■
あ
い
さ
つ
の
日

7
8

9
   （

会
館
・
図
書
館
休
館
日
）1

0
11

1
2

1
3

■
七
夕
弓
の
市

　（
11:00～

14:00）
■
�春
夏
秋
冬
を
楽
し
む
か
わ
も
と
�

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
10:00～

）

☀
�キ
ッ
ズ
☆
キ
ッ
チ
ン
（
3・
4年
）�

15:30～
17:00

�Ⓖ
�資
源
カ
ン
･資
源
ビ
ン
･新
聞
･

雑
誌
･ダ
ン
ボ
ー
ル
･不
燃
ご
み

（
B
地
域
）

♥
健
康
相
談

　（
北
公
民
館
　
9:30～

10:30）
　（
親
和
集
会
所
　
10:45～

11:15）
　（
西
公
民
館
　
13:30～

14:0
0）�

☀
�キ
ッ
ズ
☆
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ（
5・
6年
）

16:0
0～
17:0

0
Ⓖ
�資
源
カ
ン
･資
源
ビ
ン
･新
聞
･雑
誌
･ダ

ン
ボ
ー
ル
･不
燃
ご
み
（
Ａ
地
域
）

☀
��あ
そ
び
の
広
場
�

（
10:00～

11:30）

Ⓖ
�資
源
カ
ン
･資
源
ビ
ン
･新
聞
･

雑
誌
･ダ
ン
ボ
ー
ル
･不
燃
ご
み

（
C
地
域
）

☀
�親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
＆
�

ミ
ニ
読
書
会
�

（
10:00～

13:00）

上
田
医
院
、
加
藤
病
院

1
4

1
5

    （
図
書
館
休
館
日
）1

6
 （
会
館・図

書
館
休
館
日
）1

7
1
8

1
9

2
0

♪
邑
智
地
区「
吹
奏
楽
の
つ
ど
い
」

　（
大
ホ
ー
ル
）

☀
�キ
ッ
ズ
☆
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

（
3･4年

）
16:00～

17:00
☀
�親
子
ア
ー
ト
デ
ー
＆
�

ミ
ニ
読
書
会
�

（
10:00～

11:30）�

■
食
育
の
日
�

☀
�キ
ッ
ズ
☆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
�

（
1～
2年
）
16:00～

17:00
㊫
小
・
中
学
校
終
業
式

邑
智
病
院
、
加
藤
病
院

邑
智
病
院
、
大
隅
医
院

2
1

2
2
  

2
3
（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）2

4
2
5

2
6

2
7
  

■
し
ま
ね
家
庭
の
日

■
登
記
相
談
日
�

　（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
本
会
議
室
）�

☀
�キ
ッ
ズ
☆
キ
ッ
チ
ン
�

（
5・
6年
）15:30～

17:00

☀
�キ
ッ
ズ
☆
ア
ート
（
1～
2年
）

10:00～
11:30

◇
�お
は
な
し
図
書
館
デ
ー

（
10:00～

11:30)
♥
�妊
婦
・
乳
幼
児
相
談
・
ミ
ニ
運
動
教
室
�

（
10:00～

11:00）す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

♥
�成
人
相
談
（
11:00～

11:30）�
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

☀
�キ
ッ
ズ
☆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
�

（
3～
6年
）
16:00～

17:00
㊫
高
校
終
業
式

■
え
え
な
ぁ
ま
つ
り
か
わ
も
と

♪
�宝
く
じ
文
化
公
演
チ
ケ
ッ
ト
�

発
売
開
始

河
野
医
院
、
天
川
ク
リ
ニ
ッ
ク

2
8

2
9

3
0
（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）3

1
    （

図
書
館
休
館
日
）

☀
�ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン（
10:00～

）
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

邑
智
病
院
、
加
藤
病
院

日
月

火
水

木
金

土

く
ら
し
の
情
報カ
レ
ン
ダ
ー

7
月

《
6
月
の
納
税
》

◆
町
県
民
税
�

◆
国
民
健
康
保
険
税
��

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

《
7
月
の
納
税
》

◆
固
定
資
産
税
�

◆
国
民
健
康
保
険
税
�

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

※
�町
税
は
必
ず
納
期
ま
で
に
納
め
まし
ょう
。

㊫
：
学
校
行
事
関
係

☀
：
�サ
ポ
セ
ン
行
事

　
　（
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

♥
：
健
康
相
談
・
検
診
（
健
康
福
祉
課
）

◇
：
図
書
館
関
係

♪
：
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
行
事

■
：
一
般
行
事
　

：
保
育
所
行
事

：
休
日
診
療
情
報（
10：
00～
16：
00）

Ⓖ
：
�ゴ
ミ
収
集

Ａ
地
域
（
�木
路
原
･
日
の
出
･
上
新
町
･
中
新
町
･
下
新
町
･
元
町
･
本
町
･�

天
神
町
･
谷
･
市
井
原
･
長
原
･
矢
谷
･
芋
畑
･
双
葉
･
中
倉
･
日
向
）

Ｂ
地
域
（
�因
原
･
三
大
字
･
多
田
･
久
座
仁
･
谷
戸
･
三
島
･
笹
畑
）

Ｃ
地
域
（
�西
･
八
幡
･
三
原
･田
窪
･
南
佐
木
･
親
和
･
湯
谷
･
三
俣
）

〔
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
〕�

毎
週
火
曜
日
･
金
曜
日
�（
町
内
全
域
）

〔
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集
日
〕�

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
�（
町
内
全
域
）

〔
容
器
包
装
�プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
収
集
日
〕�
毎
週
木
曜
日
�

（
町
内
全
域
）

〔
容
器
包
装
�紙
の
収
集
日
〕�

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
�（
町
内
全
域
）

《
介
護
の
お
仕
事
相
談
会
》

　

介
護
の
仕
事
に
就
き
た
い
方
・
関
心
の
あ

る
方
を
対
象
に
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
７
月
19
日（
金
）10
時
～
12
時

▽�

場
所　
川
本
合
同
庁
舎
５
階
第
１
会
議
室

▽�

対
象　
介
護
の
仕
事
に
就
き
た
い
方
・
関

心
の
あ
る
方（
資
格
・
経
験
不
問
）

※
参
加
費
無
料
・
事
前
申
込
不
要
・
履
歴
書

不
要
・
服
装
自
由

《
介
護
の
就
職
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
》

▽
内
容

・
介
護
専
門
資
格
取
得
の
た
め
の
研
修
受
講

・
介
護
職
場
で
の
職
場
体
験（
お
試
し
勤
務
）

・
就
職
の
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
セ
ミ
ナ
ー

▽
受
講
料　
無
料（
但
し
テ
キ
ス
ト
代
実
費
）

▽�

対
象　
介
護
分
野
で
の
就
職
を
希
望
す
る

方
で
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
・
就
職
セ

ミ
ナ
ー
及
び
県
内
の
職
場
体
験
の
全
て
の

コ
ー
ス
に
参
加
可
能
な
方

▽
定
員　
20
名
程
度

▽
申
込
締
切　
７
月
31
日（
水
）

※
そ
の
他
、
詳
細
は
問
ま
で

《
福
祉
・
保
育
の
就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
》

　

県
内
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
人
材
確

保
及
び
福
祉
職
場
に
就
職
を
希
望
す
る
方
へ

の
支
援
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
８
月
11
日（
日
）12
時
～
16
時

▽
会
場　
い
わ
み
ー
る（
浜
田
市
）

▽�

内
容　
事
業
所
プ
レ
ゼ
ン
、
就
職
直
前
セ

ミ
ナ
ー
、
個
別
就
職
面
談
コ
ー
ナ
ー
、
各

種
相
談
コ
ー
ナ
ー

※
参
加
費
無
料
、
申
込
不
要
、
託
児
有（
要
申
込
）

問��

社
会
福
祉
法
人
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
石
見
支
所

�

☎
０
８
５
５
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男
女
共
同
参
画
カ
ル
タ
よ
り

６
月
23日

か
ら

29日
ま
で



　
発

行
／

川
本

町
役

場
　

　
編

集
／

政
策

推
進

課
〒

696―8501 島
根

県
邑

智
郡

川
本

町
大

字
川

本
545

番
地

1　
　

　
TEL.0855-72-0634 FAX.0855-72-0635

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w.kaw

am
oto-tow

n.jp/　
E

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

kaw
am

oto@
kaw

am
oto-tow

n.jp

川本町の人口 平成25年6月1日現在
※（　）は前月との増減

※１　住民基本台帳を基にした、平成25年5月中の異動状況

3,635人
（－13人）

合 　　計 男 1,693人（－ 3人）
女 1,942人（－10人）

転　入　 6人 出　生　 1人 その他　 1人

転　出　15人 死　亡　 6人 その他　 0人

増
減

うち65歳以上 1,542人
うち15歳未満  325人
世帯数 1,780戸

広　告

登 記 相 談
（相続・売買・贈与・抵当権など） 

弁 護 士 法 人
山陰リーガルクリニック大田事務所
島根県弁護士会所属

☆日時　毎週･日曜日　午前10時 ～ 午後３時
☆場所　川本町笹畑　藤音宅
　　　　（�笹畑集会所から山側へ徒歩１分です｡�

お気軽にご相談ください。）
☆担当　江津市都野津町2322番地20
　　　　島根県司法書士会会員 司法書士 藤音　寛

電 話 （0855）53－0294
携 帯 090－9062－3496

★土 曜 無 料 法 律 相 談　月1回土曜日に行っております
　初回30分まで無料・要予約 
　 (正式に事件をご依頼頂いた場合は別途弁護士費用が発生します)

（相 談 料） 平日有料　60分まで6,300円(税込)
（相談内容） ○相続のこと　○家庭のこと　○借金のこと　○仕事のこと
 ○不動産のこと　○成年後見のこと　○その他法律問題全般

大田市長久町長久ロ307番地5
 （駐車場有り）
TEL0854-83-7780
FAX0854-83-7781
http://www.sanin-lc.jp
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山陰リーガル
クリニック
大田事務所 
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子育てサポートセンター（川本町社会福祉協議会内）で、親子わくわくデーが行われ、６ヶ月～２歳までお子さんとお
母さんが参加しました。晴天の中、サツマイモの苗を植えました。順調に生育すれば、秋に収穫し、皆で焼き芋をしたり、
親子クッキングの材料として使う予定です。秋までに大きく育つといいですね。� photo：2013. ６.13

先日、国家公務員の方が川本町に研修に来られ、「川本町の町民の皆さんは、きさくに接してくれるところが素敵」
と仰っていました。川本町には小さな町ならではの“温かさ”があります。これからもいろいろな温かさをお伝え
していけたらと思います。� （大友）
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川本町ホームページのバナー広告を募集しています。

　　１．広告掲載料
　　　　　１枠あたり　月 3,000円
　　２．掲 載 期 間
　　　　　１ヶ月単位で申込み可能

【詳しくは】
川本町役場　まちづくり推進課　☎0855－72－0634
川本町ホームページ　�http://www.kawamoto-town.jp/

chousei/kouhou/banner.html

編
集
後記

バナー広告を募集します！


